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0 パ ネル上の10キ ーを見ると、8番 9番のキーだけが自抜き数年になつている。

① 8番 9番 にメモリーされたものだけが待ち受け群番号である。

○ メ モリー方法だが、以下のように行う。

(以下は群番号09088を 8番 にメモリーする場合。)

① リ セット(RST)キ ーを押す。→「ピッ」という電子音と共に、表示が
十一―十一になる。ならないときはもう一度リセットキーを押す。

② Oを 押す。→ 十 一一_0 (ピ ッ)

③ *を 押す。→ ― ―-OH (ピ ッ)

④ 8を 押す。→ 表 示が元のメモリー番号 (例えば0000o)に なる。 (ピ ッ)

⑤ Oを 押す。→ 一 ―一一o (ピ ッ)

⑥ 9を 押す。→ 一 ―-09 (ピ ッ)

⑦ Oを 押す。→ 十 -090 (ピ ッ)

③ 8を 押す。→ 一 o908 (ピ ッ)

③ 8を 押す。→ 09o88 (ピ ッ)

マイクのSELECTス イッチを押すと、メモリーした群番号が順番に現れる仕組みだ。

6種類のファンクションが有る。

リセットキーを押し、表示が 一―一十一になつたら、以下の操作でスペシャル ・ファン

クションが設定できる。(スペシャルだからといって別のことを期待してはいけない。)
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電子音音量調整

1米 1→ 電子音大

1*0→ 電子音小

電子音消去

2*1→ 電子音あり

2*0→ 電子音なし

表示輝度調整

3*1→ 暗い

3*0→ 明るい

群番号表示消去

4*1→ 群番号表示あり

4*0→ 群番号表示なし

キーロック(8番 にメモ リーした群番

号 しか使えなくなる機能)

5*1→ キーロック

5*0→ キーロック解除

セットロック(暗証番号を入力しないと、
一切の動作をしない機能)

0番 に群番号メモ リーと同じ方法で暗証番

号を入力。次に6*1で セットロックされ

るから、電源を切る。次に電源を入れると
“
input your code" が3回繰 り返 して表

示された後、暗証番号を入力 しない限 り、

表示は
'code"の

ままとなる。交信はもち

ろん、モニターすらできない。セットロッ

クを解除する時は、暗証番号を入力 して無

線機を動作状態にした後、6*0を 押 し、

どれでもいいから数字キーを押す。

誤動作をすると「プププ」という電子音が

する。



● 待 ち受け群番号の切 り替え

8*0 表 示されている群番号と、メモ リーの9番 に入つている郡番号で待ち受け。

8*1 メ モ リーの8番 に入つている群番号とメモ ブーの 9番 に入つている群番号

で待ち受け。

● や は群番号 00000

スペ シ ャル 機 能

平チャンネル       ー 44～ 90ch

● 待 ち受け群番号切 り替え

4*1→ 群番号すべて待ち受け00000～ 99999ま で全部。

4*0→ 8*0ま たは8*1で 設定した群番号で待ち受け。

● 5*0→ チャンネル表示なし。

スペシャルに設定した後、どれか数字キーを押 し、続いてチャンネルをふた桁で

入力 し、モニターキーを押すことで、希望のチャンネルになる。

設定時のみチャンネル表示をする。 一 十 -59と 表示する。

スペシャルに設定した後、どれか数字キーを押 し、続いて希望の群番を押すことで、

群番号設定ができる。

5*1→ チャンネル表示をする。

モニターを押すと、直ぐにチャンネルを表示する。 一 -59-と 表示する。

*を 押すとハーフチャンネルずつ下がる。     一 -59Lと 表示する。

辞を押すとハーフチャンネルずつ上がる。     一 -59Hと 表示する。

RCLキ ーを押すと1チ ャンネルずつ下がる。   ― -58-と 表示する。

送信後には、本来のリコータレキーになる。

MONキ ーを押すと1チ ャンネルずつ上がる。   ― -60-と 表示する。

どれか数字キーを押 し、続いてチャンネルをふた桁で入力し、モニターキーを押す

ことで、希望のチャンネルになる。

● 6*0→ 群番号の解読なし。

6*1→ 群番号の解読。

群番号解読はモニター状態もしくは、通話状態でATIS信 号を受信 したときに表示 し、

次の信号を受信するまで表示する。

● 1*1→ ソコータレカット

1*0→ リコール可能


